
1.　はじめに

佐賀県内の 6 大学（大学 2 校，短期大学 3 校およ

び放送大学佐賀学習センター）が連携して設立された

「大学コンソーシアム佐賀」（1）（以降，コンソーシアム

と記す）の活動の一つに本学を含む連携大学間の単位

互換制度がある．

単位互換の科目では，教員が自大学だけでなく他大

学に移動し授業を行うか，学生が他大学に移動して授

業を受けるかの，いずれかの形態をとることになる．

前者の場合は，教員が連携大学間を移動し同じ内容

の授業を何度も行うことになり，教員にとって大きな

負担である．後者の場合は，学生が連携大学間を移動

して授業を受けることになり，移動時間により履修で

きない時間が生じたり，交通費がかかったりと，こち

らも負担が大きい．

そこで，コンソーシアムでは，このような負担を軽

減し，単位互換制度を推進するため，2009 年度から

放送大学佐賀学習センターを除くコンソーシアム加盟

大学（以下，加盟大学と記す）間で授業をリアルタイ

ムで配信する同期型遠隔授業を実施することとなっ

た．

この実施にあたり，教職員や学生に負担を強いるこ

となく，ICT スキルに長けた教員でなくても授業が行

えるように，1）テレビ会議システム，2）ネットワー

ク環境，3）教室設備，4）運用支援体制の 4 項目に

ついて検討した．

本稿では，各項目における課題とそれを解決するた

めに構築した同期型遠隔授業環境，および 2009 年度

と 2010 年度の実践結果について報告する．

2.　同期型遠隔授業環境の構築

2.1　テレビ会議システム

現在，ICT 機器の性能向上に伴いテレビ会議システ

ムのカメラは HD（高精細）映像（192031080 ピク

セル）が主流となっている．鮮明な HD 映像は，遠隔

授業用としてふさわしい．本実践でも，まず，テレビ

会議システムに接続するカメラ本体や周辺機器の選定

において，HD 映像対応の機器の導入を検討した．し

かしながら，HD 映像を複数の教室間で送信した場合，

ネットワークへの負荷が大きく，映像だけでなく音声

や講義資料まで伝達されなくなり，授業が成立しなく

なる恐れがある．また，HD 映像対応の機器構成によ

るシステムは SD（標準画質）映像（6403480 ピク

セル）対応の機器構成によるシステムと比較して導入

費用は 2 倍以上である．そこで，テレビ会議システ

ムに接続するカメラは SD 映像のネットワークカメラ

とした．

一般にテレビ会議システムを用いた同期型遠隔授業
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